
Title
Enterohemorrhagic Escherichia coli effector
EspL2 induces actin microfilament aggregation
through annexin 2 activation

Author(s) 宮原, 顕

Citation 大阪大学, 2009, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/49988

rights

Note

著者からインターネット公開の許諾が得られていない
ため、論文の要旨のみを公開しています。全文のご利
用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



―
 23

 
―

氏 名

博士の専攻分野の名称

学 位 記 番 号

学 位 授 与 年 月 日

学 位 授 与 の 要 件

学 位 論 文 名

論 文 審 査 委 員

宮
みや

　　原
はら

　　　　　顕
あきら

博　士（医　学）

第　 ２２７３２　 号

平成 21 年３月 24 日

学位規則第４条第１項該当

医学系研究科予防環境医学専攻

Enterohemorrhagic Escherichia coli effector EspL2 induces actin 

microfilament aggregation through annexin 2 activation

（腸管出血性大腸菌のエフェクター蛋白質 EspL2 は、annexin2 活性化を

通して、アクチン微細繊維の凝集を誘導する）
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